
実施日　令和７年７月１１日（金）・１５日（火）　１８時から１９時３０分まで

会場　　文京区民センター3-A会議室（7/11）、文京シビックセンター５階区民会議室Ｃ（7/15）

1 参加者

　　　２日程に分かれて実施し、１日目は１４人、２日目は１６人が参加した。

中学２年生 中学３年生 高校１年生 高校２年生 高校３年生 合計

人数 3人 1人 2人 11人 13人 30人

割合 10.0% 3.3% 6.7% 36.7% 43.3% 100.0%

2 内容

前回作成した「リーダーの声シート」を、条例前文に掲載する「こどもからの声」として

５つのまとまりに事務局（区）で事前に整理した。

　　　　別紙１　条例前文のイメージ（修正前）　参照

今回の会議では、それぞれのまとまりについて、「校正・コメントシート」を使って、

各グループで修正したい点などを検討し、発表した。

寄せられた修正点については、事務局（区）で整理し、「こどもからの声」に反映した。

　　　　別紙２　条例前文のイメージ（修正後）　参照　　修正箇所は赤字

※各グループの司会役については、東洋大学の学生にご協力いただいた。

3 当日の様子

２日目は天候の影響もあり、欠席者が多くなった。

参加者からは、前回とは別の視点での検討が行われ、多くの意見が出された。

全部で３０枚のシートが作成され、前文案のブラッシュアップにつながった。

第５回こどもの権利推進リーダー会議の実施結果について



別紙１ 
条例前文のイメージ（修正前） 

こどもからの声 

 

「こどもの権利」について、大人にもこどもにも、多くの人に知ってほしいです。 

わたしたちも、主体的に考えて、自分自身の考えをもち、身近な人から声をか

けていきます。 

学校などさまざまな場所で「こどもの権利」について知り、学ぶ機会をつくって

ほしいです。 

 

こどもの意見をしっかりと受け止めて、尊重してほしいです。 

大人の意見については、理由をしっかり説明してほしいです。 

こども自らが考えて道をつくっていきたいので、大人は、こどもの声を聞いて、

見守り、必要な手助けをしてほしいです。 

大人とこどもが同じ立場で話し合える場、安心して意見を言える場をつくって

ほしいです。 

 

まわりのひとと比較されたり、「こどもはこうあるべき」という固定概念で捉えら

れることがあります。 

自分ののびしろを信じられる自分でありたいです。 

わたしたち一人一人の個性と向き合って、夢や頑張りたいことを尊重し、応援し

てほしいです。 

 

こどもの失敗が許されにくく、自分で成長していくことができないと感じること

があります。 

わたしたちは、失敗を恐れずにたくさん挑戦していきたいです。 

挑戦や失敗を見守り、受け入れてほしいです。 

自分で決めて成長していけるようにしてほしいです。 

 

こどもの権利が守れていないと感じたときに、安心して相談できる場所がほし

いです。 

こどもが権利を主張できて、大人に助けてもらえる場を用意してほしいです。 

 

 

すべてのこどもは、一人一人がかけがえのない存在です。 

健康に、自分らしく育つために、生まれながらに権利をもっています。 

文京区は、児童の権利に関する条約の理念に基づき、 

こどもの権利について、こどもも大人もみんなが正しく知って、一緒に守ってい

くまちの実現を目指して、この条例を制定します。 



                 別紙２ 

条例前文のイメージ（修正後） 

 

 

こどもからの声 

 

 わたしたちは、「こどもの権利」を持っています。 

 

「こどもの権利」について、大人にもこどもにも、全ての人に知ってほしいです。 

学校や地域など身近な場所で「こどもの権利」について知り、学ぶ機会をつくっ

てほしいです。 

わたしたちも、「こどもの権利」について自分自身の考えをもち、身近な人から

声をかけて広めていきます。 

 

こどもの意見をはじめから否定することなく、しっかりと受け止めて、尊重し、こ

どもにとって何が一番よいかを第一に考えてほしいです。 

大人の意見については、こどもが理解して納得できるように理由をしっかり説

明してほしいです。 

こども自らが考えて自分のことを決めていきたいので、大人は、こどもの声を

聴いて、見守り、必要な手助けをしてほしいです。 

大人とこどもが同じ立場で対等に話し合える場、安心して意見を言える場をつ

くってほしいです。 

 

まわりの人と比べられたり、「こどもはこうあるべき」と決めつけられることがあ

ります。 

自分の可能性を信じられる自分であるために、個性をもった一人の人として向

き合って、夢や頑張りたいことを尊重し、応援して、成長を見守ってほしいです。 

 

わたしたちは、失敗を認めてもらい、たくさん挑戦していきたいです。 

挑戦や失敗を見守り、受け入れて、応援してほしいです。 

自分の未来を自分で決めて成長を続けられる環境を提供してほしいです。 

 

「こどもの権利」が守られていないと感じたときに、秘密が守られ安心して相談

できる場所が身近にほしいです。 

「こどもの権利」を主張できて、信頼できる人に助けてもらえる場所を用意して

ほしいです。 

 

 

すべてのこどもは、一人一人がかけがえのない存在です。 

健康に、自分らしく育つために、生まれながらに権利をもっています。 

文京区は、児童の権利に関する条約の理念に基づき、 

こどもの権利について、こどもも大人もみんなが正しく知って、一緒に守ってい

くまちの実現を目指して、この条例を制定します。 


